
 

 平 成２５年 度  学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立川口北高等学校 ）             ｓ１２ 
 
                                                                                                                     
 

  目指す学校像 あらゆる教育活動をとおして、人に親切に、人を思いやる心を常に持ち、 

日本及び国際社会に貢献できる生徒の育成 

                      ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評 
                      価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて 
                      評価を受けた日とする。 

達 
 
成 
 
度 

Ａ ほぼ達成  （８割以上）   

 
Ｂ 概ね達成  （６割以上） 

 
 
  重 点 目 標 

１ 学力の向上（満足度の高い生徒全員の進路実現） 

２ 体力・精神力の充実（人間としての在り方生き方指導の充実） 

３ 開かれた学校づくりの推進（中学校・地域へ積極的な情報発信） 

   出席者  学校関係者          ５  名 
 
           生徒                    ３  名 
 
           事務局（教職員）     ８ 名 

 
Ｃ 変化の兆し （４割以上） 

Ｄ 不 十 分  （４割未満） 

  
     ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
        ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
 

学    校    自    己    評    価   学 校 関 係 者 評 価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （１月２７日 現在  ）  実施日 平成２６年２月５日 

番号  現状と課題  評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 昨年度、国公立大学受験者数 194
名・現役合格者数 49 名。早慶上理大
の合格者数 21名。MARCH 合格者数 117
名と創立以来最高の実績を挙げた。ま
た、超難関の一橋大、東北大、千葉大
（薬）にも合格した。 
課題は、 
①授業研究等を通じて、主体的・能
動的な学びを促す授業を推進す
る。 

②生徒の高い志を育成するととも
に、自学自習を積極的に実施させ
る。 

③蓄積したデータを最大限に活用
し、組織的・効果的な進路指導の
下、第１希望の進路を実現する。 

このことにより、将来を見据えた生
徒の進路実現に向けて、質的・量的に
一層拡大する。 

○生徒の
進路を
質的・量
的に拡
大する。 

①「校内授業公開」「研究授業」
「進学力グレードアップ推進
事業」を実施し、教科会等を利
用して教員の教科指導力を向
上する。 

②進路オリエンテーション、二
者・三者面談、講演会を生徒の
実態に応じた内容で実施する。 

③分掌、学年、教科が一体となっ
た組織的な進路指導を実施す
る。 

 ・模試やセンター試験データ等
を共有化し、授業・土曜特別
学習・補講に生かす。 

・データに基づいた大学受験校
検討会を実施する。 

・国公立大学セミナー・県立大
セミナー、埼玉大学研究会を
実施する。 

①授業公開・研究授業に
積極的に参加したか。
外部研修会に積極的に
参加したか。 

 
②進路オリエンテーショ
ン、二者・三者面談、
講演会を生徒の実態に
応じた内容で実施でき
たか。 

 
③国公立大学受験者数
220名 
現役合格者55名（埼玉
大学合格者20名）を達
成できたか。 
＊今年度８クラス 
（昨年度９クラス） 

一歩踏み込んだ授業改善の取組を進める
とともに、生徒の希望に即した進路実現を
ほぼ達成できた。 
①研究授業では、「主体的・能動的な学び
を促す授業」をテーマとして、特に｢物理｣
を全員で参観し研究協議を実施した。ま
た、教員28人が外部研修会を受講した。 
②大学出張講座等の実施、二者・三者面談
実施、創立40周年記念講演会実施など、生
徒の状況を考慮した内容で行った。 
③国公立大学受験者数 141 名 
現役合格者 41 名 
昨年は、９クラスで現役合格者数４９名
だったが、今年は８クラスで４１名合格
となった。（３月２４日現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

 

①生徒の実態に即して一層の

教科指導力の向上を図る必要

がある。 

 

②引き続き生徒の発達段階に

即して、３年間を見通した進

路オリエンテーション、二

者・三者面談、講演会等を再

検討し実施する必要がある。 

 

③理系志望の受験者数が増加

傾向にあるので、受験者の動

向等のデータ分析を詳細に実

施し指導する必要がある。 

 

 

 

 

○大学教授による授業や講演会は、様々

な経験ができよかった。一方、進路など

で「キャリア教育」が強調されているが、

生徒に十分理解されていない状況もあ

る。 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部活動加入率は90％を超えるなど
部活動・学校行事・生徒会活動によく
取り組んでおり、体力・精神力が高ま
っている。 
川北生としての挨拶・身だしなみな

どの基礎基本を徹底するとともに、一
歩前に踏み出す力、チームで働く力を
養うなど、人間力を高めていく必要が
ある。 
 

○心身と
もに鍛
え、人間
力を高
める。 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 生活にメリハリを付け、心身
ともに鍛える部活動を行う。 
 

② 挨拶・服装・交通マナーなど
学年指導・登校指導など継続
的に指導する。 

  
 

①意欲的に活動を行い、
成果はどうだったか。 

 
②挨拶・服装・交通マナ
ーの状況が改善された
か。 

生徒は教員の指導の下、教育活動全体にわ
たり意欲的に取り組み、発達段階に応じて
人間力を高めることができた。 
①部活動加入率が96.3%。 全国大会出場
(弓道部・ 書道部)、関東大会出場(男子
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部・陸上競技部・水泳部・男子
ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ部・弓道部・かるた部）等の成果
を上げた。 
②来校者から挨拶・服装が素晴らしいとの
多くの感想をいただいた。 
 

 
 

 

 

Ａ 

①来年度も今年度と同様な活

動が望まれる。 

 

②一部の生徒について、交通

マナーを守れない状況がある

ので、全校集会やＨＲ等で指

導を徹底する必要がある。 

 

○挨拶がよくでき、時間に関する意識が

高く遅刻も少ない。服装については、大

多数の生徒はよいが、一部の女子にスカ

ート丈やセーターの着こなしにがよく

ない状況がある。 

３  地域から伝統ある進学校として、十
分認知されている。 
 近年の部活動実績・進路実績の向上
や指導体制の充実など、本校の魅力
を、一層明確かつ有効に広めていく必
要がある。  

○本校の
魅力を
地域に
一層広
める。 

① 中学生・保護者に本校の理解を
深めていただけるよう学校説
明会を改善する。 
 

② 塾訪問を組織的に行う。 
 

③中学校への学校情報メール発
信を継続的に行う。 

 
④保護者向けのメール一斉配信
を積極的に行う。 

①学校説明会により、参
加者に本校を理解して
いただいたか。 

②積極的に塾訪問を行っ
たか。 

③メールによる学校情報
の発信を20回行った
か。 

④メール一斉配信の登録
者数が増加したか。 

中学生・保護者、塾関係者等から、評価が
高まっていることを体感できた。 

①４回の学校説明会合計参加者数が、2879
人(昨年2800人)。アンケートで「ほぼ理解
できた」「役に立った」方が、ほぼ100％
であった。 

②夏季休業中に全校体制で220の塾を訪問
した。 

③学校説明会の案内を含め13回配信した。 

④登録者の割合を増やすことができた。 

72.3％(昨年68.6％) 

 
 
 
 
 

Ａ 

①今年度同様、入学後のアン

ケート調査結果等に基づいて

適切な時期に学校説明会を設

定する必要がある。 

②継続して塾訪問を実施する

必要がある。 

③継続して学校情報を配信す

る必要がある。 

④危機管理上、可能な限り登

録数を増やす必要がある。 

 

 

 

○教員による塾訪問だけでなく、生徒に

よる中学校訪問を実施しているとのこ

とだが、教員による中学校訪問も再考し

てもいいのではないか。 

 


